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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
マダガスカル南西部のサンゴ礁海域では、もともと漁民の密度が高くないため、漁場選択の自由度が高かった。し か し、40年のあいだに漁 獲量が減ってしまったことは事実なようで、海外に拠点をおくサンゴ礁保全NGOは、漁業秩序の確立を目標のひとつに定めている。この目標を実 現するため、NGOは、漁師たちにはたらきかけ、漁師自身がサンゴ礁保全をリードするための組合を設けさせた。グローバルなサンゴ礁保全の動 きをふまえたNGOの意思を、ローカルな実践を継続してきた漁師がいかに実現していくのか。ふたつのコミュニケーション系列の接合面を見てい くことで、開放系としてのローカル実践の展開を追ってみたい。�
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
1998年初めの調査時 に普及。
普及の背景＝潜水漁の伝統、カヌー建造の技術

アンパシラヴァ村の男児たちは、カヌー製作の過程で廃棄された木片を利用し、カヌーの模型を作って遊ぶ。
このため、刃物の基本的な使い方は、子どものうちにすでに習得している。
斧一丁でカヌーの部品をきめ細かく整形する場合に、こうした経験が生かされる。

同じことは、銛銃の製作についてもいえる。
銛銃製作者たちのうち、実際にカヌー製作で中心的役割を果たしたことのある者は少数だったが、多くの者が幼少時からそれを模倣し、やや長じてからカヌー製作を手伝った経験をもっていた。
銛銃普及の背景には、カヌー製作の経験をとおして蓄積された工作技巧を指摘できる。 










プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2002年、5 km離れたアンダヴァドゥアカ村の沖合に冷凍貨物船が停泊し、海産物を買い上げるようになった。
イカをおびき寄せるためには、餌木を曳いたり手繰ったりして活餌のように動かさなければならないが、冷凍船で売られていた餌木は本体が重く、モーターボートなみの高速でなければ沈んでしまう。

そこで漁師たちは、売られている餌木の針の部分だけを外し、プラスチック製の本体を捨ててしまう。
そして、木片から本体をあらたに自作し、針の部分を結合させてカヌーでの釣りに用いていた。
木片を削ったあとに白色のペンキで着色するのは、月夜でもイカに見えやすくするためだという。
製作者によっては、ガラス片や金属片の目玉を餌木に嵌め込むが、これも、目立ちやすくするための工夫である。 
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WWF announces 2008 winner of prestigious Getty award named
"The Nobel Prize for Conservation.”

Tuesday, 21 October 2008 16:54
WANF announces 2008 winner of the prestigious Gethy Prize for Conservation is Mr. Roger
Samba, President of the Velondrizke Committee.

Washington DC, October 21, 2008 - World Wildlife Fund (VWWF) has announced that
Roager Samba has been named the winner of the 2008 J. Paul Getty Award for Conservation
Leadership. The annual award honors outstanding contributions to international conservation
and carries with it a2 $200,000 prize.

Mr. Samba is a community leader in the Malagasy Republig
vilage of Andavadoaka in southwest Madagascar, and wit]
Sarmba organized the world’s first community run no-take
critical economic importance to the community, driving le
benefit the environment. This work became a model for
the vilage being awarded the 2007 UM Eguator Prize.

"Each year, the 1. Paul Getty Award honours one of the
helping to build the leaders of tomorrow,” said Carter Rol
1S, who administers the award for the Getty family. "Thi
Samba, whose work — which originates at the communi
embodies the local to global approach so crucial in finding
problerns.”

For generations, the indigenous semi-nomadic Vezo peop
Samba’s vilage - have depended on artisanal fishing activ
tradition. But in recent years, the region’s marine resourd
expanding coastal populations, unsustainable tourism and
fleets.




BV

Velondriake



2008 WWF  Paul Getty

2009 Andavadoaka

2006



2006 23



2006















BV









Acheson 1981






	�ローカル漁民による�サンゴ礁保全のしくみ��東賢太郎ほか編『リスクの人類学』世界思想社、2014年（印刷中）
	はじめに
	人類居住の舞台としての沿岸
	「粗放」漁撈が根絶するきざし？
	発表の要旨
	調査地とヴェズ漁民について
	ヴェズ漁民による�不確実性の排除
	歴史的経緯
	さまざまな技術的工夫
	あたらしい事物の活用　１
	あたらしい事物の活用　２
	あたらしい事物の活用　３
	あたらしい事物の活用　４
	あたらしい事物の活用　５
	事例の要約
	小括：漁民の対処の特徴
	漁民以外のアクターをまじえた�「資源管理」
	「参加型資源管理」の登場
	サンゴ礁保護団体の活躍
	Blue Venturesのサイトより　1
	Blue Venturesのサイトより　2
	Blue Venturesによる資源管理
	スライド番号 23
	BVからヴェルンヂアケへ
	ヴェルンヂアケの資源管理
	ヴェルンヂアケの活動
	村民の受けとめかた
	ヴェルンヂアケによる管理の問題
	結論
	漁民自身の対処について
	非漁民をまじえた管理について
	ヴェズ漁民がBVから得ているもの�（雇用などの経済的側面を除く）
	漁業振興についての見通し
	スライド番号 34
	伝統的な不確実性の排除（一般的に）
	近代的方法による不確実性の排除

